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of childhood：AHC）は 1971 年に症例提示をされ，2012
年に病因としてATP1A3遺伝子の変異が報告された希少
難治疾患である．今回，C927Y 変異を持つ症例について
臨床経過を報告する．〔症例〕21 歳女性．生後 2 か月時
に異常眼球運動，6 か月時から眼球偏位を伴う片側強直




伴うようになり，発作頻度は 2 週間に 1 回，数分から 4
日間持続している．16 歳の時に遺伝子変異解析で




















は 300 mg であった．OFF 時の UPDRS part 2：21，part 
3：36 であった．左 PTT を行い，翌日より著明なジスキ
ネジアの改善と，OFF 時の運動症状の改善を認めた．
OFF 時の UPDRS では part 2：75％改善，part 3：82％
改善を示した．特に合併症は認めなかった．PTT は，
第 50 回東京女子医科大学・神経懇話会
日　時：2017 年 7 月 25 日（火）18：00～20：00
場　所：東京女子医科大学　中央校舎　地下 1 階　臨床講堂（II）
一般演題　18：15～19：00 座長（脳神経外科）藍原康雄




3．Embolic stroke of unditermined source（ESUS）における血管内皮機能について
 （東京女子医科大学神経内科）白井優香，遠井素乃，久保田愛，安達有多子，北川一夫
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TOF-MRA の画質評価より CS の有用性について検討し
た．〔方法〕対象は健常ボランティア 8 名．使用機器は
Philips 社製 Ingenia 3.0T．① CS と撮像時間以外の撮像
条件は同一とし，撮影時間を従来法（CS 併用なし）5








 （東京女子医科大学 1 卒後臨床研修センター，2 小児科，3 リハビリテーション科，4 小児科心理室）山岸沙衣1，
 大谷ゆい2，伊藤　進2，白倉茉由子2，元栄薫子2，中務秀嗣2，竹下暁子2，
 平澤恭子2，安達みちる3，榊原みゆき4，猪子香代2，小国弘量2，永田　智2




4．2 つの mTOR 複合体によるヒストンメチル化の協調的制御機構
 （東京女子医科大学 1 大学院，2 病理学（第一））原地美緒1，増井憲太2，柴田亮行2
特別講演　19：00～20：00 座長（画像診断・核医学科）坂井修二
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平成 30年度（第 57 回）吉岡弥生研究奨励賞授与式　13：30～13：40
　選考経過報告 理事長・学長　吉岡俊正
　トランスジェニックマウスと iPS 細胞を用いた
　コネキシン 45 変異による家族性不整脈症候群の病態解明 循環器内科学　助教　西井明子
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